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発行日 令和5年2月 

1 はじめに 

 第1日目は、名古屋アイクリニック 院

長 中村友昭先生を訪問しました。 

中村友昭先生はご存知の通り中京病

院市川一夫先生の下で白内障手術と

屈折矯正手術の研鑽を積まれ1999

年に名古屋アイクリニックを開院、白内

障手術と屈折矯正手術のパイオニア

です。20年間での手術件数はレーシッ

クが18,327眼、多焦点眼内レンズが

2,200眼、眼内コンタクトレンズ（ICL）が

3,582眼の実績です。ICLにつきまして

は2003年から開始され、日本でわず

か10名のICLエキスパートインストラク

ターの資格を得られ、たくさんの先生

方をご指導されております。2021年11

月に新クリニックへ移転され、中村先

生が永年思い描いてきた理想の医院

を追究した新しい施設を見学させて頂

きました 

 

ＣＡＯＳ21の会事務局 

第30回CAOS21の会から第6代会長に、神奈川県横浜市の金沢文庫アイクリニック 院長 樋

口亮太郎先生が就任されました。 

コロナ第7波が騒がれている中で開催/延期の難しい判断を迫られましたが、参加者数の制

限とコロナ感染対策を万全に期する事(健康チェックシート提出と検温実施など)で開催する運び

となりました。前回の第29回CAOS21の会は2019年3月1日に開催しましたので実に3年8ヶ月

ぶりの開催となりました。 

今回は屈折矯正手術のパイオニアである名古屋アイクリニック 院長 中村友昭先生に眼内コ

ンタクトレンズ(Hole ICL)の手術見学と施設見学、網膜硝子体+白内障+多焦点眼内レンズのトリ

プル手術を多数施行されている高崎佐藤眼科 院長 佐藤拓先生の手術見学と施設見学をさ

せて戴きました。 
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2 名古屋アイクリニック 



手術･施設見学 

ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋で

昼食を頂き、3年半ぶりの開催に待ちきれない

雰囲気の中、一同は名古屋アイクリニックへ徒

歩で向かいました。クリニック入口ではスタッフ

の方々に暖かく出迎えられ、アロマの香り心地

よく中村先生こだわりの新しいクリニックを早速

見学させて頂きました。 

ホテルのラウンジを思わせる待合室にはグラン

ドピアノが優雅な曲を自動演奏していました。ピ

アニストのチャリティーコンサートが11月19日

に開催を予定しておりました。再来自動受付機

ファストパスをはじめ、視覚言語ピクトグラムを

用いた院内表示、セルフレジ、テーブルチェッ

ク、次回予約機、シャンプールームなど、広い

フロアには工夫が多く施されており、優れたアイ

デアを自院の医療サービス向上に活用するた

め、参加された先生方も熱心に施設見学をさ

れておりました。 

第1日目の手術見学は4症例8眼のICL手術を

見学させて頂きました。この日の手術は10症

例20眼のICL手術を行う事を知り、参加された

先生方が症例数の多さに驚かれていました。 

手術室に入室した先生方から中村先生に質

問が多く寄せられていました。中村先生はその

都度丁寧にご回答して頂きました。 

ICLのオペ時間は患者の入れ替えも含め片眼

10分で終えます。多くの症例数をこなすため

効率化のアイデアに参加された先生方も学ぶ

ことが多かったと思われます。 

からカスタム角膜クロスリンキングの説明、コン

タクトレンズによる円錐角膜の屈折矯正、特殊

コンタクトレンズの紹介、円錐角膜診断の進

歩、ニデックARK-1sに搭載されたKKIなど円錐

角膜診療の現状を知りました。円錐角膜診療

をこれから始められる先生にも分かり易いよう

丁寧にご講演頂きました。 

講演会の後の症例検討会ではICL手術のコツ

を詳しく解説頂きました。術中に注意している

点も丁寧に説明頂きました。TASSに関するご

講演も頂き、滅菌に関しての意見交換が多み

られ、手術の最後に使用するIAハンドピースを

単回使用のものに切り替えた経緯の話題が印

象的でした。 

 

懇親会 

講演会･症例検討会の後は隣の部屋「ローズ

ルームⅡ」に移動して懇親会を行いました。 

中村友昭先生と小島隆司先生、スタッフの鈴

木奈央さんに参加された先生方から多数質問

が寄せられました。 

MBAをチャレンジする事を積極的に応援してい

た中村友昭先生のチーム作りに大変感銘を受

けました。 

第一日目を盛会裏に終える事が出来ました。

中村友昭先生、小島隆司先生をはじめスタッ

フの皆様のご協力に感謝申し上げます。ありが

とうございました。 

 

手術見学後にスタッフ案内のもと3班に分かれ

て施設見学をさせて頂きました。中村先生が

特注した院内システムに参加された先生方か

ら質問が多く寄せられました。 

事務スペースの広さとスタッフの多さに驚きま

した。管制室のようなスペースがあり、院内の

監視カメラで全フロアがフォロー可能になって

おり、インカムでスタッフへ指示を出せる様に

なっていました。 

 

講演会･症例検討会 

手術･施設見学の後はANAクラウンプラザホテ

ルグランコート名古屋「ローズスームⅠ」へ移

動して講演会と症例検討会を行いました。 

『ICLと眼科経営』というテーマで中村友昭先生

にご講演頂きました。 

全人口の18%が75歳以上の後期高齢者とな

る2025年問題、2030年には団塊世代が白内

障年齢となり、患者自己負担割合の増加や、

混合診療(選定療養)の拡張、近視人口の増

加が懸念されます。 

そのようなカオスの時代を迎えるいま準備して

おくべきことは何か？保険医療制度に依存し

ない眼科経営、ICLなど付加価値のある医療

サービス提供の拡充が必要と思いました。 

『円錐角膜にチャレンジ！』というテーマで小島

隆司先生にご講演頂きました。 

円錐角膜の診断後、進行が確認されれば角

膜クロスリンキングの適用となります。診断方法
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発時間まで少しあったので、希望される先生

方は高山眼科駅前医院を見学させて頂きまし

た。貴重な「職場の基本理念」を拝見させて頂

きました。 

大型バスで高崎佐藤眼科に着くと、斬新なデ

ザインの大きな建物に一同が驚きました。正面

入口を入ると50名は入れそうな広い開放的な

待合室、広い受付の横に診療費自動支払機

が2台設置されておりました。エレベーターが完

備されていて、2階には白を基調とした広い

ホールがあり、参加者された先生方全員が集

うことが出来ました。 

手術室へは3班に分かれて入室させて頂きま

した。手術室に入室待機の先生方は2階ホー

ルにある手術モニターを見学しながら、手術に

関してのディスカッションをしておりました。 

第2日目の手術見学は、黄斑円孔･増殖性糖

尿病網膜症･硝子体出血･白内障(PEA + IOL 

+ Vitrectomy25G)、増殖性糖尿病網膜症･硝

子体出血･白内障(PEA + IOL + Vitrecto-

my25G)、緑内障発作IOL偏位(IOL摘出+ant 

第2日目は、高崎市の佐藤眼科 院長 佐藤拓

先生を訪問しました。 

佐藤拓先生は、前群馬大学岸章治教授と東

京女子医大飯田知弘教授に指導を受けたの

ち2016年5月に高崎佐藤眼科を開院、約6年

間での手術件数は硝子体手術2,258件、白

内障手術を7,140件の実績で、2018年5月に

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術の

先進医療施設に認定後518件施行した経緯

がございます。 

佐藤先生は群馬大学眼科教室に20年在籍さ

れ、加齢黄斑変性の責任者として研鑽を積ま

れ、ニューヨークにてDr.Yannuzzi,Dr.Spaideに

指導を受け、開院から硝子体注射14,143件、

PDT499件の豊富な経験をされてきた優れた

先生です。洗練された美術館のような造りの素

晴らしい施設を見学させて頂きました。 

 

手術･施設見学 

ホテルメトロポリタン高崎で昼食を頂き、高崎

駅から高崎佐藤眼科へ向かう大型バスの出
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3 高崎佐藤眼科 
Vx +山根式IOL強膜内固定)の3例を見学さ

せて頂きました。佐藤拓先生のご厚意で、急

遽ツァイス手術顕微鏡ARTEVO800をご使用

頂き、3D画像で手術見学をさせて頂きまし

た。さすが眼科手術エキスパートの佐藤拓先

生という手術を見学させて頂きました。後の

症例検討会で言ってましたが、息が出来ない

ほど緊張していたそうです。 

手術見学後にスタッフの案内のもと3班に分

かれて施設見学をさせて頂きました。広い診

察室(最大4列)、広いバックヤード、1m視力

表5列、5m視力表1列、前眼部OCT、トプコン

OCT Tritonが2台、キヤノンOCT-S1、ハイデル

ベルグOCT2、ハイデルベルグHRA、Optosカ

リフォルニア、PDTレーザー、Pascalレー

ザー、tangoレーザー。まさに「大学病院の診

療を身近に快適に」というコンセプトの施設で

した。細かな工夫で効率化を追求している事

に、参加された先生方から質問が多く寄せら

れていました。 
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1日目 名古屋アイクリニック      17名 

2日目 高崎佐藤眼科         19名 } 参加者総数  

    23名 

講演会･症例検討会 

手術･施設見学の後に高崎佐藤眼科2階

ホールで講演会･症例検討会を行いました。 

『高崎佐藤眼科 外来･手術について』という

テーマで佐藤拓先生にご講演頂きました。 

患者のために平均滞在時間を短くするクリ

ニックの工夫と、手術で長年の経験から出さ

れた最良の方法を惜しげなくご紹介頂きまし

た。 

佐藤拓先生ご自身の体験から、患者のため

に出来る事をしたいという思いでご開業され、

加齢黄斑変性と硝子体手術を主に、患者の

ためのクリニックにする基本理念を守り続けて

おりました。 

いつも「患者のために働くチームでいてね」と

スタッフにお願いしているそうです。 

午前中の外来患者の平均滞在時間は1時

間32分との事でした。硝子体注射が多い状

況でこの平均滞在時間は驚異的ですが、患

者のために平均滞在時間を1時間以内に目

標設定して、進歩を続けているそうです。ボト

ルネック理論により、見つけたボトルネックの

解決を心掛けているとの事でした。 

受付を4列に広げる、視力を6列に広げる、診

察室でやることダイエットを実施する、中待合

の椅子の配置も工夫しているそうです。硝子

体注射ではCHARMANTでワイヤー開瞼器

(Sato-Wire Speculum with Blade G)とカリ

パー(Caliper G)を特注、 ワイヤー開瞼器に

おいて痛みを減少させ硝子体注射のハード

ルを少しでも下げるための工夫もご紹介頂き

ました。 

そのほかテノン嚢下麻酔にする理由、マキュ

エイドやBBGの使用方法、眼球圧迫せずに

手術を行う工夫、HHVレンズ使用のご紹介、

笑気ガス麻酔器についてもご教示頂きまし

た。 

 

懇親会 

講演会･症例検討会の後は大型バスで伊香

保温泉福一へ移動して「寿峰」で懇親会を行

いました。 

佐藤拓先生と石黒利充先生を囲み、カオス

馴染みのメンバーも揃い、和気あいあい盛会

な懇親会でした。 

伊香保温泉はコロナ感染対策で21時以降の

営業自粛を行っていた為、福一の館内にあ

る営業していないカラオケラウンジを貸し切っ

て2次会をさせて頂きました。とても楽しい懇

親会となりました。佐藤拓先生、石黒利充先

生をはじめ、スタッフの皆様のご協力に感謝

申し上げます。ありがとうございました。 
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第30回CAOS21の会終了後の翌日は、

折角の群馬訪問でしたので、2014年世界

遺産に登録された富岡製糸場へ訪問しまし

た。今回のエクスカーションは地元の高山

眼科緑町医院 院長 高山秀男先生にプロ

デュースして頂きました。エクスカーションの

企画時に高山先生からアドバイスを頂い

て、コンニャクパークではなく群馬サファリ

パークへ訪問先を変更しました。群馬サファ

リパークへ車に乗車したまま入場するため

に、移動手段を数台のジャンボタクシーから

貸し切りの大型バスに変更しました。この変

更が後に幸運を招く事となりました。 

 

10月28日は「群馬県民の日」で、群馬サ

ファリパークでは県民優待を行っているた

め、激混みを予想していました。そのため

オープン前に到着するよう出発したのです

が、サファリパーク1km手前から全く動かな

4 エクスカーション 

い渋滞にはまってしまい、ただ時間だけが

過ぎて行く中、残念ながら群馬サファリ

パーク訪問を断念せざるを得ないかと、不

穏な雰囲気がバス車内に出始めたころ、

観光バス運転手が機転を利かせてサファ

リパーク事務所に「観光バスツアーなの

に、この後の予定が全てキャンセルになっ

てしまう、何とかして欲しい」と電話で交渉

して頂き、なんと群馬サファリパークから対

向車線(サファリパークからの帰途の車し

か通行しない車線)をハザードランプを点

灯しながら逆走行して良いと許可を頂き、

1時間以上かかると思われた渋滞を回避

する事が出来たのでした。それからもサ

ファリパークにおいて大型バスは優待され

続け、ノンストップで園内を見学する事が

出きました。定員55名の大型バスに乗車

しているのは13名という事が、外から車内

が見づらい事が幸いして、バレずにサファリ

パークを後にした一行は、途中で地元の

「道の駅」に立ち寄る余裕も生まれ、富岡

製糸場のガイド解説ツアーへ向かいまし

た。怪獣映画『モスラ』のモデルである蚕

蛾(カイコガ)の幼虫である蚕(カイコ)が吐

糸する一本糸の長さは1500mにもなりま

す。富岡製糸場は予想をはるかに超える

大量の蚕から絹織物の原糸(生糸)をオー

トメーション製造する巨大な近代的工場で

した。 

 

昼食は「そばっ喰い」を訪問しました。高

山先生から群馬に来たという感覚を存分

に味わえる川魚も美味しい手打ち蕎麦屋

とご紹介頂いた通りのお店でした。美味し

い蕎麦料理を堪能して帰途につきました。 



 

SEだったことなどなど、とにかく驚愕の事実が

次々と判明しました。 

さらに、３２画面の巨大スクリーンで院内の状

況をくまなく観察し、患者待ち時間のアラートシ

ステム（一定時間ごとに黄色、赤色で表示さ

れ、アラームが鳴る）との連携でスタッフに指示

を出す管制システム＆管制官を専属で設置し

てあることなど、いろいろな意味で度肝を抜か

れまくりでした。 

検査機器も大変多く、中には見たこともない装

置もありましたし（ＷＡＳＣＡアナライザー？）、

コンタクトレンズ写真をスマホで撮影してそのま

まカルテに転送出来たり、きれいで広くて完全

個室化したカウンセリングルームでなんと治療

費の支払いがカード決済できる端末が用意さ

れていたりと、自院との彼我の差に呆然としな

がらの見学でした。 

それのみならず、私たち見学者一人一人に対

して、名前入りのプレートとともに可愛らしい紙

バッグに入ったクリニックオリジナルのクッキー

やペットボトルのお水、さらには、なかなか手に

入りにくいらしいかわいらしいお菓子までお土産

にいただいてしまい、おもてなしの心遣いに大

変感激しました。 

これまで様々なクリニックを見学させていただ

きましたが、受付の案内のスタッフのお嬢さん

が気になって写真まで撮ったのは彼女が初め

てでした。とにかく只者ではないオーラを発して

いたからです。すると、「何で私のことなんか

撮ってるんですか～～！？」と割とため口系で

ツッコミ入れられまして、ますます気に入っちゃ

いました（笑）。そんな彼女が後に大活躍する

鈴木奈央さんでした。外待合の一角で開催の

挨拶と写真撮影を行い、次いで３班に分かれ

て手術見学、施設見学となりました。 

私は２班でひとまずミーティングルームに案内

されたのですが、そこでなんと、先ほどの鈴木さ

んと再会して、彼女が私たちに院内システムの

説明をしてくれたのです。（やはり只者ではあり

ませんでした。） 

名古屋アイクリニックでは、院内の約５０名のス

タッフ全員にスマートフォンを支給し、インカム

機能のみならず院内の患者さん情報などのリ

アルタイム共有が図られていること、しかもその

アプリケーションはクリニックのオリジナルである

こと、そのアプリを作ったのが鈴木さんの前職

の先輩のSEさんであること、つまり彼女自身も
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第29回の会開催後に杉浦毅先生から世話人

代表役を引き継がせていただきましたが、その

直後に皆様ご存じの通り武漢コロナウイルス感

染症のため第30回の開催が延期され、このた

びようやく、3年半ぶりの開催となりました。 

第一日目：名古屋アイクリニック 

ようやく再開されたCAOS21の会の記念すべき

初日の見学先は、新装なった名古屋アイクリ

ニックでした。これまでのクリニック（金山駅前）

のすぐお隣のビルへの移転なので、患者さんの

利便性も全く損なわれないものでした。 

訪問前から新クリニックの紹介パンフレットやド

ローン映像を拝読拝見しておりましたので、もの

すごいクリニックを作ったなぁ、とある程度理解

した上で訪問したのですが、実際にリアルで見

学すると、使用している内装部材のクオリ

ティーの高さ、高級ホテルのラウンジを思わせ

るようなアロマディフューザーからの香り、スタッ

フの温かいおもてなしなど、パンフレットだけで

はわからない、素晴らしい空間が広がっていま

した。 

玄関から施設内に入ると、受付カウンター前で

お出迎えしてくれたスタッフさんが妙に気にな

り、思わずパチリ、と写真を撮ってしまいました。

第30回 ＣＡＯＳ21の会 

手術・施設見学レポート 

5 参加印象記 

金沢文庫アイクリニック 

院長 樋口亮太郎 先生 

第30回CAOS21の会 主催者印象記 



 

Page 7 

手術はICLを１０例２０眼用意していただきまし

た。エキスパートインストラクターの手技を間近

で見学出来るまたとないチャンスとなりました。 

中村先生は事前に手術患者さんに対して

CAOSの会の見学者が入ること、質疑応答しな

がらオペをすることを十分説明して了承を得て

いたとのことで、術中にもたくさんの質問にお答

えいただけました。レンズ装填の際、台座を

使って慎重にセッティングすることや、カートリッ

ジにオペガンではなく、BSSを充填して最後に

ごくわずかのオペガンを混ぜること（眼内でICL

が早く開くので反転リスクが減少するそうです）

や、2.9mmの弧状ブレードを使うなど、単なる

オペビデオからでは到底わかりえない、small 

tipsをたくさん学ぶことができたことは、まさにリ

アルなオペ室を見学できるCAOSの会ならでは

の醍醐味でした。また、私が見学した際にはた

またまスタッフのお姉さまが患者さんとして入

室し、雑談交じりでスムーズなオペ進行がなさ

れ、中村先生がスタッフやそのご家族からも全

幅の信頼を得ているのだと実感しました。 

施設見学後はお隣のANAクラウンホテルに移

動しての講演会、症例検討会となりました。中

村先生からはICLについてとこれからの眼科経

営の在り方について、また、TASSに関する講

演では特に活発な質疑応答がなされ、メン

バーの関心の高さがうかがわれました。小島先

生からは円錐角膜にチャレンジ！というタイトル

でご講演をいただき、今後私たちのような一般

眼科医にとっても円錐角膜診療が一般化して

いく大きな一歩となりました。唯一心残りだった

のは、講演会の質疑応答が白熱しすぎて

（？）、症例検討４症例についてのお話が聞け

なかったことでした。 

 

第二日目：高崎佐藤眼科 

二日目は新幹線で名古屋から高崎へ移動し、

高崎佐藤眼科の見学でした。 

ロビー集合時に、昨日の施設見学の資料を

ジャメックスの井上さんが作成してくれていまし

て、大変感激しました。（当院のパンフレット作

製もぜひ手伝ってください（笑）） 

また、二日目のサプライズは当会ファウンダー

であらせられる細川さんの参加でした。大変お

元気そうで、やはりCAOSの会には細川さんが

いなくちゃ！と改めて実感しました。 

高崎駅では高山先生のクリニックの大きな看

板を見学し（？）、さらに昼食後は高山眼科の

分院を見学させていただきました。高崎駅から

ペデストリアンデッキで直結の大変便利な立地

にもかかわらず、ビルのテナントの多くが抜けて

おり、ちょっと寂しい感じがしました。地方都市

の駅前再開発の問題を垣間見た気がしまし

た。 

その後バスで佐藤眼科に移動しました。佐藤

眼科は大変大きくスタイリッシュな建物で、以

前訪問した姫路の野本眼科に雰囲気が似て

いましたが、その後同じ設計士さんの作品と

知ってなるほどと納得しました。 

手術症例は硝子体手術２件とIOL強膜内固定

１例でした。佐藤先生はふだんLumeraでオペ

をなさっているとのことですが、ＣＡＯＳの会の

ためにわざわざＡｒｔｅｖｏを借りていただいて、

大画面かつ３Ｄで先生の繊細な手技を見学す

ることができました。おそらく、沢山の見学者が

いる中で相当緊張なさるであろう状況下で、自

分が普段使い慣れていない器械を見学者の

ために準備いていただくという、佐藤先生の並

外れたお心遣いに大変感銘を受けました。ま

た、シャンデリア照明をクリップで上手く固定し、

両手で攝子を掴めるように工夫なさったとのこ

と、本当に頭が下がる思いでした。 

施設も大変に広く患者さんにとって快適な空

間でした。視力検査は１Ｍタイプが５台、５Ｍタ

イプが１台ありましたが、それでも混雑時は視

力検査待ちがかなり発生するとのことで、繁盛

ぶりがうかがい知れました。２台のTritonを始め

OCTが５台もあってフル稼働しており、まさに、

大学病院の診療を身近に快適に、を実践な

さっていました。 

大変興味深かったのは処置室で、抗VEGF注

射を顕微鏡無しで行っていることでした。ディス

ポ開瞼器を自作したり、３４Ｇ針を使ったりして

患者さんの疼痛をできるだけ緩和しようとな

さっていました。 

その後クリニック内のカンファレンスルームで、

佐藤先生のご講演と症例検討会が開催され

ました。実は、硝子体手術見学中には、ＰＤＲ

手術なのにあまり周辺部を切除しないんだ

なぁ、大丈夫なのかなぁ、などと思っていたの

ですが、その点について佐藤先生から周辺部

第30回 CAOS21の会 
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手術・施設見学レポート 

徹底的切除をしていた時代からできるだけ圧

迫しないで低侵襲で終刀するようになった経緯

について非常に深遠かつ示唆に富んだお話が

伺えて感動しました。ほかにも、低濃度笑気ガ

ス麻酔の導入の経緯や現状についても興味深

いお話がありました。 

さらに、これだけの高度な眼科手術医療を提

供しているにもかかわらず、患者さんの平均滞

在時間を出来るだけ短くしてあげようと外部調

査機関に患者数と在院時間を計測してもらっ

て今後の改善に生かしていこうという、患者さ

ん本位の素晴らしい視座に立ってクリニック運

営をしていることもわかりました。 

その後、バスで伊香保温泉まで移動し、懇親

会となりました。オペ患者さんの急なキャンセ

ルでオペ執刀はできなかった石黒先生にも参

加していただきました。また、細川さんからも当

会の歴史に関する貴重なご挨拶がいただけま

して、たくさんの会員先生方と久しぶりの交流

を楽しんでおられました。 

コロナ感染対策のために伊香保温泉全体の飲

食店が２１時閉店とのことで、当初２次会は開

催不可能だったのですが、ジャメックスの後藤

さんが旅館側といろいろと折衝してくれて、なん

と使っていないカラオケバーのスペースの使用

許可をいただいた上、お酒もつまみも持ち込み

可能（！）という、まさに夢のような環境を設定

していただきました（笑）。この場をお借りして厚

くお礼申し上げます。 

２次会も相当に盛り上がったのですがそれでも

足りず、私の部屋で３次会まで開催となり、佐

藤先生、石黒先生ともに、深夜の１時近くまで

お付き合いいただき大変な盛り上がりとなりまし

た。 

 

第三日目：エクスカーション 

３日目は有志で高崎近郊のエクスカーションで

した。高山先生のアドバイスで群馬サファリパー

クへ向かったのですが、そこでまさかの大渋

滞！ あまりの渋滞の酷さに入園をあきらめた

ほうが良いのでは？と言おうとしたくらいでした

が、バスの運転手さんが機転を利かせてパー

ク側と交渉してくれて、団体客ルートと称して一

般車両の渋滞をパスしてくれました。これには

車内で思わず拍手喝采が上がりました。 

サファリパークで可愛い動物たちに癒されたあ

とは、いよいよメインの富岡製糸場です。案内

役の方が非常に話が上手で思わず引き込ま

れてしまいました。正直なところ、世界遺産とは

いえ、それほど強い興味は持っていなかったの

ですが（失礼！）実際には大変面白い見学と

なりました。（まだ行っていない方、お勧めしま

す！） 

その後高山先生ご推薦の蕎麦屋さんで素晴ら

しい蕎麦御前＆鮎の塩焼きを堪能し、帰宅の

途に就きました。 

 

 

（まとめ） 

コロナ禍で２年半以上開催が遅れたうえ、細川

さんがジャメックスと当会から離れたことで、今

回が最後の会になるのかな、なんて弱気な考

えがあったことも隠さずに吐露いたします。 

が、しかし！ やはりこうしてリアルの会で皆様と

再会できて、リアルの会でリアルなオペ室で素

晴らしい手術手技を間近で見学出来て、質疑

応答でもなんのしがらみもなく思う存分質問が

できて、素晴らしい先生がたの素晴らしいホス

ピタリティーに触れることができて、本当にこの

上ない幸せを感じることができた二日間でし

た。そして、これは来年もぜひともやりたいな！

と、強く思うようになりました。 

また、お会いしましょう！ 
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眼科の発展を考える“CAOS21の会” 

CAOS21の会 世話人 

 

代表 樋口 亮太郎 先生 （金沢文庫アイクリニック） 

    加藤 祐司 先生 （札幌かとう眼科） 

    森谷 充雄 先生 （もりや眼科） 

    小林 聡 先生 （稲村眼科クリニック） 

6 協賛会社 

 

       日本アルコン㈱ 

       カールツァイスメディテック㈱ 

       ㈱ニデック 

       ㈱トプコンメディカルジャパン 

       興和㈱ 

       ㈱トーメーコーポレーション 

       ㈱ホワイトメディカル 

       ≪器材提供≫ ㈱ホギメディカル 

 

協賛各社様へ  平素はCAOS21の会へのご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。           

           おかげさまで、第30回CAOS21の会も無事に終了することができました。 

           今後も微力ながら眼科の発展につながるプランを考案していきますので、 

           引き続き皆様のお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

CAOS21の会については、こちらの

ホームページに掲載しております。 

    https://www.caos21.net 

CAOS21の会事務局 株式会社ジャメックス 

〒１７０－０００２ 東京都豊島区巣鴨1-46-1 

電話：０３－５９７８－４３５１  FAX：０３－５９７８－４３５５ 

Mail： sales-tokyo@jamecs.co.jp 


